
濃耕〜植物に生きる暮らし 〜

集合住宅

チラコイド

提案

直接的繋がりをもてる空間
として“葉緑体”を提案する。
葉緑体とは、二酸化炭素を消費し、
酸素を生み出す植物の一組織である。

現在の住宅では、睡眠、食事という
生活の消費に向けて
計画が行われていた。
そこで“農耕”を通じて土地と種を
消費し、作物を生み出す集合住宅を
考えた。

農耕は個人ではなく、
入居者共同で行うものとする。
そうすることで、一人一人が集まり、
繋がりをもって一つの組織を
生み出す集合住宅になる。
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1階 内観パース 2階 内観パース

3階 平面図

1階 平面図

2階 平面図

視線の断面図モデル

住戸と廊下、上下階の廊下、
２階と３階がそれぞれ視線が

通るようになっている。

課題背景２

間接的繋がりが広がり始めたことで、簡単にコミュニケーション
がとれるようになった。が、その一方で様々な課題も見えてきた。
外出の機会が減ることで、陽に当たる時間が少なくなり、
精神疾患を含む様々な健康被害を引き起こす。
また、集団でこそ味わえる心の温まりがない、哀愁漂う社会が
形成された。そこで、人と人とが自然に関われる空間を創造し、
直接的繋がりを再構築することが必要なのではないかと考える。

人と自然に関われる空間を創造し、直接的繋がりを再構築する！

コロナや

技術革新による

ネット社会

直接的ではなく

間接的な繋がりが

増える

心の温まりが

なくなり健康被害

にも繋がる。

地域との繋がり

建物周辺で農耕ができることにより、小学校の体験授業にも使用す
ることができる。更には住民が畑主となるので、住民と子どもたち
との繋がりができる。
また、作った作物は食す以外にも神社へ奉納し、五穀豊穣を祈る
神事を行える。

農耕

奉納

収穫

住戸のチラコイド

平面、断面共に曲線を描くことで、四角い住戸よりも隙間ができ、
採光と視線の両方を通すことができる。また、自然な繋がりを
創造するために、2階まで自然光が届くようにすることで、
建物の下階部分で農耕をすることが可能になった。

光・視線

１階大食堂

１階で、敷内で育った作物を自らで調理・実食できる。
1テーブルのキャパシティが６～７名であるから、協力したり、
テーブルごとでの食べ比べが期待できる。

２階農耕エリア

上下階の視線が通り、緑が豊かでリラックス効果が望める
農耕場となっている。畑は共同の土地で、コミュニケーション
をとりつつ別の畑との距離感を詰めることで、様々な距離感の
コミュニティが形成される。

１階大食堂エリア。
西側から見た図。前面が
ガラス張りで景色が広く見渡せ、
木の温かみを感じられる
居心地のいい空間となっている。

２階農耕エリア。
西側から見た図。外部空間との
視線・空間的繋がりを意識した。
半ピロティ型にして扉や壁を
設けないことで、外部と内部の
差があいまいになっている。

現在は、定住化が固定概念となり、
自給できなくなった食料を、
他者の配給により獲得している。
また、ネット社会の台頭から、
人と人とが関わらなくても生活に
困らない基盤ができた。これらに
よって、コンピュータを介して
やり取りや会話をするなどして、
人間間の距離は間接的な繋がりへと
変遷した。さらに２０２０年、
新型コロナウイルスの影響で
ステイホームが必要となり、この
間接的な繋がりに拍車をかけること
となった。

課題背景１

狩猟採集時代、人々は
生命活動の維持のため、
獣を狩ったり、木の実を
採ったり、火を囲んだり
と群れで行動を共にして
いた。この為、人間間に
は直接的な繋がりが存在
した。

ここでいう狩猟採集とは、
人類学上の言葉で野生の
動植物の狩猟や採集を
生活の基盤とする社会の
こととする。
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